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図2－5 ビオラ． 図2－6 サルビア（左と右は異なる実験区）．
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　③写真が調査に使用不可であった種（その2：ネメシア）
　ネメシア（図2－9）は播種時期が早すぎたため、調
査時期には個体がかなり大きくなって混みあっており、
写真では個体間の区別が難しかった。そのため、写真
による調査は無理と判断して、実習前日に急遽教員が
実物を見て図2－7（右）と同様のイラストを作成した。
実習当日は、②と同様に写真とイラストの両方を見な
がら調査するように学生へ指示した。
(3) 学生による調査の結果と報告
　①写真が調査に使用可であった種（マリーゴールド、ビオラ、サルビア）
　担当した学生は、鉢上げ個体数や開花個体数等の各調査項目を写真のみで調べることがで
きた。また、「開花率が非常に高いので販売すれば売れたと思う（マリーゴールド）」「開花率
が高い実験区の葉に黄化があり、販売するためには対策が必要ではないか（サルビア）」といっ
たコメントがあった。
　②写真が調査に使用不可であった種（カモミール、ラベンダー、ゼラニウム、ネメシア）
　写真とイラストの両方を見ることで各項目を調べることができた。コメントとしては、「開花
個体は少ないが、花茎が伸長している個体は多いので、未開花でも販売すれば売れていたので
はないか？（ラベンダー）」「写真を見ると、開花個体はないものの成長は良好に思える。2021
年も栽培するならば、播種を早めると良いのではないか？（ゼラニウム）」といったコメントが
あった。
４）まとめ
　本実習では、コロナ禍のため実施できなくなった花苗の出荷・販売実習の代替として、ドローン
で上空から撮影した花苗の開花状況の観察と調査を行った。その自己評価を表2－3に記す。
表2－3　本実習の自己評価．
　ⅰとⅱのような要改善点はあるが、本実習の基本的な流れはⅢの通り技術的には容易であることか
ら、本実習は遠隔実習の初心者教員向けの一つのモデルになり得ると思われる。
図2－9 ネメシア．
効果があった
と思われる点
Ⅰ．４月以前に自分達が行った栽培管理の結果を，写真を見て様子を確認するだけでなく，開花数
の調査というかたちでまとめることができ，花苗栽培のまとめという位置づけにもなった．
Ⅱ． 実習を「各自が調査する→調査結果を発表する」という演習形式で行うことができた．
Ⅲ． ドローン撮影を「脚立の上からスマホで撮影」等に変えれば，オンデマンド方式や「圃場から中継」
方式に比べて技術的には容易となり，遠隔実習に不慣れな教員向きといえる．
改善を要する
と思われる点
ⅰ． ドローンの行動範囲が制限され，写真数が多くなった．そのため学生がダウンロードするのに
苦労したと思われる．
ⅱ． 種によっては写真のみによる調査が不可能な場合があり，当初の目的である「学生が写真を見
ながら調査する」を全種で達成することはできなかった．
ⅲ． 教員が上記ⅰとⅱに対応（多数の写真をダウンロードできるようにサイズを軽くする，イラスト
を作成する等）した結果，同じ調査を（学生が花苗と）対面で行った場合に比べて，事前準備の
負担が大きすぎた．
